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これまでの4回で、SQL Server

データとXMLデータの互換、デー

タの更新／削除／追加について見

てきました。最終回の今回は「検

索」について見ていきましょう。

XMLには、DOMツリーを生成し、

その中から検索ができるというユ

ニークな特性があります。

SQL Server
データの検索

検索処理でもっとも需要の多い

のは、絞り込み検索です。1個の入

力ボックス内に、複数の検索キー

をスペースキーで区切って指定す

る方法もあれば、複数の検索キー

入力ボックスを設けて目的のデー

タを絞り込んでいくという方法も

あります。いずれの場合も、図1の

AやBのように、複数のキーワー

ドを検索条件として指定し、一度

の処理で目的のデータを抽出する

のが基本です。

しかし、XMLでは、抽出したデ

ータをもとにXMLツリーを生成し、

さらにフィルタリングすることがで

きます。図1のCのように、DOM

を使ってXMLツリーを生成し、メ

モリ上に展開されているXMLを走

査し、さらにデータを絞り込むとい

う方法です。

そして今回は、図2に示すとおり、

SQL Serverデータベースから、1個

目の検索キーに合致するデータを

抽出し、さらにその中から2個目の

検索キーに合致するデータを抽出

するという、2段階の手順を踏んだ

検索方法を練習してみましょう。

使用するデータは、商品データ

を登録したデータベース（図3）で

す［注1］。検索条件は、「品名」と「仕

入先」の2つとします。

まず、SQL Serverデータベース

から、指定された「品名」に該当す
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るデータを抽出します。この抽出したデータを元にXML

を生成し、TextBoxコントロール内に表示します。

次に、このTextBoxコントロール内のデータを検索対

象として、指定された「仕入先」に該当するデータを抽

出します。抽出したデータは、DataGridコントロールに

表示します。

このように、2段階の手順を踏み、「品名」と「仕入先」

という2つの条件で、データを絞り込んでいきます。

●コントロールのレイアウト

処理の目的がわかったところで、さっそくVisual

Studio .NET 2003を起動し、ASP.NET Webアプリケー

ションを作成してください（この例ではプロジェクト名

はsqlDataSearch 、プログラム名はWebForm1.aspx.vb）。

そして、ツールボックスから、図4のようにコントロー

ルをレイアウトしてください。

DataGridコントロールの各列は、プロパティビルダを

データの検索

注1）今回初めて本稿を読まれる方は、Access 2003で「Microsoft SQL
Serverデータベースウィザード」を使い、付録CD-ROMに収録している
MDBファイル（productData.mdb）からproductData.adpを作成して、
「productDataSQL」というデータベース名で登録してください。MDBデ
ータをSQL Serverにストアする手順については、第1回（2004年12月
号）を参照してください。
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図1：いろいろな絞り込み検索
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図2：今回練習する検索方法

図3：今回も使用するSQL Serverデータベース




